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本 研 究 課 題 は ，学 校 教育 に お け る プ ロジ ェ クト 型 の 学 習 （ 計画 → 実行 → 評 価 の 流 れで 学 習を

構 成 し ， も の づく り 等の 授 業 実 践 で よく 用 いら れ る 教 育 方 法論 ） を対 象 と し た 情 報端 末 を実 際

の 学 校 現 場 に 導入 し ，そ の 活 用 に 関 する モ デル 環 境 を 提 案 する こ とを 目 的 と し て いる 。 本研 究

で は ，平 成 24 年 度 か ら上 記 グ ル ー プ によ る 重点 研 究 費 プ ロ ジェ ク トを 進 め ，附 属学 校 に お ける

情 報 機 器 の 導 入・ 整 備を 着 実 に 進 め ，研 究 成果 を 上 げ て き た。 こ れら の 研 究 成 果 では ， もの づ

く り 等 の プ ロ ジェ ク ト学 習 の 方 法 に おい て ，最 新 の 情 報 端 末等 を 活用 す る こ と に より ， 従来 の

学 習 に 比 べ て ，子 ど も自 ら の 学 習 評 価能 力 の向 上 や 学 習 意 欲が 向 上す る 可 能 性 を 見出 し た。  
 ま た 昨 年 度 は ，学 校に ICT を 導 入 す る 上 で現 場 教 員 の 現 状を 調 査し ，最 新 の ICT 活 用 校 に お

け る 実 践 事 例 を 調 査 し た 。 調 査 の 結 果 を 受 け ， 本 年 度 は プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 の 流 れ に 沿 っ て ，情

報 端 末 を 学 習 の要 所 で導 入 し ，一 貫 し た授 業 の流 れ の 中 で ，各 プロ ジ ェク ト の 段 階 に 応じ た ICT
活 用 に よ る 授 業実 践 ・評 価 を 試 み た 。  
 本 年 度 の 授 業 実 践 ・ 評 価 は 附 属 小 金 井 小 学 校 に お い て 行 い ， 情 報 端 末 の 条 件 整 備 を 附 属 小金

井 中 学 校 に お い て 行 っ た 。 学 校 教 育 に 活 用 さ れ る 情 報 機 器 の 現 状 と し て は ， 従 来 の パ ー ソ ナル

コ ン ピ ュ ー タ（ PC）等 の情 報 端 末 や プ ロジ ェ クタ ー 等 の 映 像 機器 に 加え ，タ ブ レッ ト 型 の PC が

普 及 し 始 め て いる 。最近で は ，タ ブレ ッ ト 型 の PC を 活 用 し た 実 践 等 も試み ら れ て お り，工 作 や

技 術 の も の づ くり 学 習に お い て も ，タブ レ ッ ト型 等 の PC を 用 い た 情 報機 器 の 活 用 が 進め ら れて

い る 。 と こ ろ が こ れ ら の 実 践 は ， プ ロ ジ ェ ク ト 法 を 用 い た 教 授 ・ 学 習 過 程 の 一 場 面 に お け る活

用 に 留 ま っ て お り ， 各 過 程 に お け る 内 容 や 特 徴 を 活 か し て ， 一 貫 し た 情 報 機 器 の 活 用 を 提 案す

る ま で に は 至 って い なか っ た 。  

そ こ で 本 年 度 の 附 属 小 金 井 小 学 校 の 実 践 で は ， こ れ ま で 進 め て き た プ ロ ジ ェ ク ト 成 果 で 購 入

し た 情 報 端 末 を 利 用 し て ， 近 年 注 目 さ れ て い る タ ブ レ ッ ト 型 PC 等 の 活 用 を 中 心 と し た 授 業 実

践 ・ 評 価 を 行 い ， そ の 学 習 環 境 の モ デ ル に つ い て 検 討 し た 。 附 属 小 金 井 中 学 校 の 条 件 整 備 も含

め て ， 本 年 度 は主 に 以下 の 成 果 が 得 られ た 。  
1 )  附 属 小 金 井 小 学校 で は， 組 み 木 パ ズ ルの 題 材例 を 用 い た 授 業実 践 を行 い ， iPad 等 を 使 用 し

た 授 業 を 展 開 し，一 連の学 習 に お け る 導入・展開・ま と め の各 段 階 で 情報端 末 を 一 貫 し て使

用 す る 実 践 を 初め て 行う こ と が で き た。  
2 )  附 属 小 金 井 中 学校 に おい て ， 情 報 端 末を 活 用で き る 環 境 づ くり と して ， 無 線 LAN を 活 用 し

た 情 報 端 末 シ ステ ム を整 備 ・ 構 築 し た。  
3 )  上 記 の 1 )の 実 践 に 基 づ い て ， 本 研 究 で 扱 う 学 習 環 境 の モ デ ル を ， 児 童 の 学 習 活 動 に 応 じ て

抽 出 さ れ る 機 器お よ び設 備 か ら な る ハー ド ウェ ア の 環 境 と，そ の 基盤に 基 づ い た ソ フト ウ ェ

ア の 環 境 か ら 検討 し た。そ の 結 果 ，こ れ ら の 環境に お い て ，情 報 機 器 がより 効 果 的 に 使 用で

き る 最 適 な 環 境条 件 を一 つ の 具 体 的 な事 例 であ る が ， 抽 出 する こ とが で き た 。  
4 )  上 記 の 3)の 結 果 は ， 情報 端 末 を 一 貫 して 使 用す る 新 た な 成 果で あ り， 一 貫 し た 学 習環 境 の

モ デ ル の 一 例 を提 案 でき た 点 で は 新 規性 の 高い 成 果 が 得 ら れた 。その成 果 を 関 連 の 専門 学 会

に お い て 発 表 した 。  
以 上 の 研 究 結 果を 踏 まえ ， さ ら に 引 き続 き 本研 究 課 題 を 進 めて 行 きた い 。 限 ら れ た予 算 の範

囲 内 で ま ず 附 属学 校 にお い て 実 践 ・ 評価 の 事例 が で き た の で， 今 後は 附 属 中 学 校 での 実 践・ 評

価 へ と 研 究 を さら に 進め て い き た い 。  
 
 



研究成果発表方法 
[発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る 。 ] 

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 

も の づ く り 学 習の 主 題実 践 に 導 入 す る情 報 機器 を 用 い た 学 習環 境 モデ ル の 提 案 ， 吉井 光 ，大 谷

忠 ， 立 川 泰 史 ，櫨 山 淳雄 ， 第 25 回 日 本 産 業 技術 教 育 学 会 関 東支 部 大会 （ 東 京 ）， 2013 年 12 月

発 表  

 


